
２．浸水想定区域図の作成 

 

2.4. 浸水解析に用いる計算メッシュデータの作成 

対象氾濫原を設定し、対象氾濫原における地盤高、堤防の整備状況、現況流下能力

等に関する既存資料を収集し、下記の方針に従い整理する。 

 

【実施方針】 

① 既往モデル※と整合する計算メッシュサイズ（２５ｍ四方）を基

本として、ダム下流域の氾濫原モデルを追加作成する。 

② 既往モデルの使用データと整合したメッシュ情報（使用元・年代

が同じ土地利用・建物占有率）を採用する。 

※既往モデル：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 で作成されたモデル 

 

 

2.4.1. 既往浸水想定区域図の計算メッシュデータ作成条件 

既公表の菊池川水系浸水想定区域図（菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 

H28.3 東京建設コンサルタント※以下、既往検討）の計算メッシュデータ作成条件に

ついて以降に整理する。 

 

表 2.4-1 既往浸水想定区域図資料データ 

No 項目 使用データ 備考 

1 メッシュサイズ 25m  

2 土地利用基礎データ 国土数値情報土地利用細分メ

ッシュデータ（100m） 

H21 

3 建物分布 ・基盤地図情報建築物の外周線

※不足区間は下記を使用 

・菊地市 DM データ 

・菊地市 ZMAPTOWNⅡ2013 

山鹿市 H22 年 3 月

菊地市 H23 年 3 月

4 道路メッシュ 幅員がメッシュ幅の半分程度

以上のメッシュ 

 

5 平均地盤高 5mDEM データ H22 航空測量成果

をもととするデー

タ 
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２．浸水想定区域図の作成 

 

2.4.2. 浸水解析対象範囲の設定 

本検討での浸水解析対象範囲は、下記に示す通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-1 本検討での浸水解析対象氾濫原 

 
 

 

 

 

 

 

 

・ 直轄区間は既往検討で作成されたメッシュを踏襲する 

・ 直轄区間より上流は今回新たに解析範囲を追加する 

・ 追加する氾濫原は 5mDEM から氾濫域を想定し設定する（解析の結果範囲が不

足する場合は適宜追加する） 

・ 直轄区間を対象に作成されたメッシュのうち、迫間川浸水範囲を包絡する範

囲を本検討で作成したメッシュと合成し、本検討での浸水解析対象範囲とす

る。 

氾濫原追加範囲 

今回検討 氾濫原 既往踏襲範囲 既往検討氾濫原 
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図 2.4-2 上：既往検討浸水深、下：本検討氾濫原追加範囲 

 

既往検討迫間川浸水想定区域 

既往踏襲範囲 

本検討追加範囲 

氾濫原追加範囲

迫間川 

竜門   

背景 TIN データ（5mDEM） 
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2.4.3. メッシュサイズの設定 

メッシュデータの作成方法は既往検討を踏襲し下記とする。メッシュサイズは、既

往モデルと整合する計算メッシュサイズ（２５ｍ四方）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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作成した氾濫原のメッシュを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-3 本検討追加範囲 25m メッシュ 

 

25m メッシュ拡大図 

25m メッシュ作成データ

氾濫原追加範囲

迫間川 

竜門   
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2.4.4. 対象氾濫原の土地利用状況の整理 

土地利用状況データは、既往検討との整合を図るため、既往検討と同様に「国土数

値情報 土地利用細分メッシュデータ（平成 21 年）」を使用する。 

土地利用ごとの粗度係数は下記に示す既往検討に従い設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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使用データ：国土数値情報土地利用細分メッシュデータ（平成 21 年） 

 

表 2.4-2 国土数値情報土地利用細分メッシュデータ 

地域 年度 測地系 ファイル名 

4930 平成 21 年 世界測地系 L03-b-09_4930_GML.zip 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-4 土地利用細分メッシュデータ   図 2.4-5 粗度係数設定    

 

 

 

 

 

 

迫間川 

国土数値情報 土地利用細分        

竜門   

氾濫原追加範囲 

粗度係数

氾濫原追加範囲

竜門   

迫間川 

既往検討範囲
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2.4.5. 建築物分布の整理 

建築物分布データを用いて空隙率、透過率の設定を行う。設定方針は既往検討に従

い、下記とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント

2-53
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既往検討の建物分布データは、下記のデータを使用している。 

表 2.4-3 建物分布の整理 

項目 使用データ 備考 

建物分布 ・基盤地図情報 建築物の外周線 

※不足範囲は下記を使用 

・菊地市 DM データ 

・菊地市 ZMAPTOWNⅡ2013 

基盤地図情報 

山鹿市 H2年 3 月 

菊地市 H23 年 3 月 

 

本検討では、下記の理由から追加範囲の建築物外周線データは、原則に基盤地図情

報 H29.10 データ（最新）を用いて設定することとする。ただし、対象範囲上流につ

いては、基盤地図情報が２万５千分の１のため、建物外周線が粗く、航空写真を比べ

ても建物をとらえきれていないため、建物外周線が粗い箇所は航空写真により取り直

した外周線を用いることとする。 

・ 追加範囲は上記の基盤地図情報（H23.3）の不足範囲に当てはまる 

・ 基盤地図情報は H29 年現在では整備済である 

・ 既往検討時にデータが存在した山鹿市の基盤地図情報の建築物外周線につ

いて、H22.3 データと H29.10 データ（最新）の比較では差が見られなかっ

た（下記参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-6 山鹿市基盤地図情報の建築物外周線の比較 

 
本検討の使用データ：基盤地図情報 建築物外周線（平成 29 年） 

表 2.4-4 国土数値情報土地利用細分メッシュデータ  

地域 年度 測地系 ファイル名 

493046 2017 年（平成 29 年）

10 月（最新） 

世界測地系 FG-GML-493046-ALL-20171001.zip
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図 2.4-7 基盤地図情報建築物データ        図 2.4-8 占有率設定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

占有率

氾濫原追加範囲

竜門   

迫間川 

基盤地図情報 建築物データ 

氾濫原追加範囲 

竜門   

迫間川 

凡例 
占有率 

凡例 
       建築物 
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2.4.6. 道路メッシュの整理  

道路メッシュの設定方針は既往検討と同様に、航空写真および基盤地図情報を基に

メッシュ幅の半分程度以上となる道路を選定し、氾濫流がメッシュ間で連続して流れ

るように留意して設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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図 2.4-9 道路メッシュ 

 

 

 

 

 

 

 

道路     

追加道路     
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2.4.7. メッシュ平均地盤高の整理 

メッシュ平均地盤高の設定方針は既往検討に従い、下記とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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出典：菊池川水系浸水想定区域図作成検討業務 H28.3 東京建設コンサルタント
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図 2.4-10 メッシュ平均地盤高（5m メッシュ） 

 

 

 

メッシュ平均地盤高（5m メッシュ） 

竜門   

迫間川 

氾濫原追加範囲
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図 2-11 メッシュ平均地盤高（25m メッシュ） 

 

 

 

メッシュ平均地盤高（25m メッシュ） 

竜門   

迫間川 

氾濫原追加範囲
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図 2.4-12 メッシュ平均地盤高（左：5m メッシュ、右：25m メッシュ） 

 

 

迫間川 
迫間川 

2-64
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2.4.8. 盛土データの整理 

直轄区間の氾濫原に関しては、既往検討の盛土データを踏襲するものとする。 

今回新たに追加した氾濫原においては、航空写真および現地調査の結果から、氾濫

現象に影響を及ぼすような連続盛土は見られなかったため盛土モデルは追加しない。 

 

2.4.9. 排水施設の整理 

排水モデルについて、直轄区間の氾濫原に関しては既往検討の排水モデルを踏襲

するものとする。 

今回新たに追加した氾濫原および河川においては、水門や樋門などの主要な排水

施設は見られなかった。このため、「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第 4 版） 

H29.10」に示されるメッシュ排水にて排水を行った。 

集水区域は氾濫ブロックごととし、排水能力は地形勾配と想定する水路形状から

「Q=0.35m3/s」とした。 

 

■メッシュ排水について 

排水河川以外の農業用排水路や道路側溝等小水路については排水流域を設定し、

「小水路流下能力÷各流域内の浸水メッシュ数」により各メッシュの排水量を求め、

堤内地の氾濫ボリュームを減少させる等の方法により排水現象を表現することが

できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4-13 排水路等のモデル化の例 

 

 

 

2-65


	2.4. 浸水解析に用いる計算メッシュデータの作成
	2.4.1. 既往浸水想定区域図の計算メッシュデータ作成条件
	2.4.2. 浸水解析対象範囲の設定
	2.4.3. メッシュサイズの設定
	2.4.4. 対象氾濫原の土地利用状況の整理
	2.4.5. 建築物分布の整理
	2.4.6. 道路メッシュの整理
	2.4.7. メッシュ平均地盤高の整理
	2.4.8. 盛土データの整理
	2.4.9. 排水施設の整理


